
　　　２０１９年 ３月３１日 現在 (単位:千円）

【資産の部】 【負債の部】

［流 動 資 産］ 268,137 ［流 動 負 債］ 1,490,778

現 金 及 び 預 金 719 支 払 手 形 10,000

売 掛 金 137,726 買 掛 金 22,105

仕 掛 品 11,904 短 期 借 入 金 1,300,000

原 材 料 4,748 未 払 金 7,246

前 払 費 用 3,777 未 払 法 人 税 等 530

短 期 貸 付 金 78,614 未 払 事 業 所 税 685

未 収 入 金 30,347 未 払 消 費 税 5,630

仮 払 金 300 未 払 費 用 89,289

預 り 金 31,560

賞 与 引 当 金 23,730

［固 定 資 産］ 18,425

　(有形固定資産） 978 ［固 定 負 債］ 13,162

建 物 附 属 設 備 0 退 職 給 付 引 当 金 13,162

機 械 装 置 359

器 具 備 品 618

　(無形固定資産） 4,239 1,503,941

電 話 加 入 権 4,239 【純資産の部】

［株 主 資 本］ △ 1,217,379

資 本 金 100,000

　(投資その他の資産） 13,207 資 本 剰 余 金 415,000

出 資 金 250  資 本 準 備 金 250,000

差 入 保 証 金 12,957  その他資本剰余金 165,000

利 益 剰 余 金 △ 1,732,379

 利 益 準 備 金 1,200

 その他利益剰余金 △ 1,733,579

 　繰越利益剰余金　 △ 1,733,579

純　資　産  合  計 △ 1,217,379

286,562 負債及び純資産合計 286,562資　産　合　計

貸  借  対  照  表

科     目 金     額 科     目 金     額

負  債  合  計



個別注記表

１．重要な会計方針

　会社計算規則に基づき計算書類を作成しております。

（1）資産の評価基準及び評価方法

　①棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　製品、原材料、仕掛品・・ 総平均法によっております。

　　　貯蔵品　　　　　　　・・ 最終仕入原価法によっております。

（2）固定資産の減価償却の方法

　　　有形固定資産・・・・・・ 定額法によっております。

　　　無形固定資産・・・・・・ ソフトウェア（自社利用）については、社内における利用可能期

間（５年）に基づく定額法によっております。

（3）引当金の計上基準

　　　退職給付引当金　　・・・ 従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務及

び年金資産の見込額に基づき、当期末に発生していると認められ

る額を計上しております。

　　　賞与引当金　　　　・・・ 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に

基づき当事業年度に見合う額を計上しております。

（4）その他計算書類の作成のための基本となる重要事項

　①リース取引の処理方法

　　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引につ

　　いては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

　②消費税等の会計処理

　　税抜方式によっております。

２．株主資本等変動計算書の注記

（1）発行済株式の種類及び総数ならびに自己株式の種類および株式数に関する事項（単位：株）

発行済株式

普 通 株 式 10,300 0 0 10,300

合　　   計 10,300 0 0 10,300

（2）配当に関する事項

　①配当金支払額

　　該当事項はありません。

　②基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

　　該当事項はありません。

２．当期純損益金額

当期純損失 １９２，４４４千円

前期末株式数 当期増加株式数 当期減少株式数 当期末株式数


